
漏
少
嘘
の
王
陽
明
理
解

久
　
米
　
替
　
卒

は
じ
め
に

　
王
陽
明
（
守
仁
、
一
四
七
二
ー
一
五
二
八
）
の
教
説
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。
當
代
の
儒
學
者
に
と
っ
て
、
受
容
に
せ
よ
批
判
に
せ
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
ら
の
學
的
姿
勢
が
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
實
例
と
し
て
、
小
論
で
は
漏
少
嘘
（
從
吾
、
一
五
五
六
－
一
六
二
七
）
の
王
陽
明

理
解
を
考
察
す
る
。

　
か

つ
て

論
者
は
、
漏
少
娃
の
「
善
讃
」
と
い
う
讃
書
姿
勢
に
着
目
し
て
四
書
解
繹
を
考
察
し
、
朱
子
（
烹
、
　
1
1
1
i
l
O
－
1
1
1
0
0
）
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

王
陽

明
と
い
う
名
を
先
入
主
と
せ
ず
、
四
書
の
内
容
を
自
身
に
徹
底
的
に
問
い
か
け
る
讃
書
姿
勢
が
特
質
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
漏
少
城

は
、
王
陽
明
の
い
わ
ゆ
る
四
句
教
（
無
善
無
悪
是
心
之
膿
、
有
善
有
悪
是
意
之
動
、
知
善
知
悪
是
良
知
、
爲
善
去
悪
是
格
物
。
）

を
批
判
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
柴
田
篤
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
の
言
禽
は
師
・
許
敬
蓄
（
孚
遠
、
一
五
三
五
－
一
六
〇
四
）
よ
り
も
嚴
格
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
東
林
の
人
士
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
善
を
重
硯
す
る
立
場
か
ら
、
四
句
教
に
見
ら
れ
る
無
善
無
悪
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鴻
少
嘘
の
王
陽
明
理
解
は
無
善
無
悪
説
理
解
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
批
判
的
部
分
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、

（41）



幼
年
時
に
鰯
れ
た
王
陽
明
の
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
と
い
う
言
葉
や
文
廟
（
孔
子
廟
）
從
祀
に
關
す
る
理
解
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
た
と
は

言
い
難
い
o

　
彰
南
吻
（
定
求
、
一
六
四
五
－
一
七
l
九
）
は
、
薦
少
娃
の
〈
學
〉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
許
し
て
い
る
。

　
　
少
嘘
先
生
幼
從
陽
明
個
個
人
心
有
仲
尼
詩
入
門
、
後
錐
與
梁
漢
同
闇
無
善
無
悪
四
字
、
然
其
七
十
自
壽
詩
云
、
誰
哉
吾
之
師
、
人
心
有

　
　
仲
尼
。
考
亭
嚴
圭
敬
、
挑
江
致
良
知
。
則
終
見
其
血
脈
貫
通
　
。
（
『
儒
門
法
語
』
所
牧
「
漏
少
嘘
關
中
書
院
記
之
題
記
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　

（少
嘘
先
生
幼

き
と
き
陽
明
の
「
個
個
の
人
心
に
仲
尼
有
り
」
の
詩
に
從
り
て
門
に
入
り
、
後
梁
渓
〔
東
林
の
人
士
を
さ
す
〕
と
同
じ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
り
ぞ

　
　
無
善
無
悪
の

四

字

を
闇
く
と
難
も
、
然
れ
ど
も
其
の
七
十
自
壽
の
詩
に
云
ふ
、
「
誰
な
る
か
な
吾
の
師
、
人
心
に
仲
尼
有
り
。
考
亭
は

　
　
主
敬
に
嚴
し
く
し
、
挑
江
は
良
知
を
致
す
」
と
o
則
ち
終
に
其
の
血
脈
の
貫
通
せ
る
を
見
す
。
）

　
王
陽
明
の
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
詩
（
以
下
、
「
人
心
仲
尼
詩
」
）
が
修
學
の
切
っ
掛
け
で
あ
り
、
長
じ
て
い
わ
ゆ
る
無
善
無
悪
説
を
批
判
　
幻

し
た
が
、
後
年
に
は
、
わ
が
心
中
に
仲
尼
（
孔
子
）
あ
り
と
い
う
確
信
の
も
と
、
考
亭
（
朱
子
）
の
〈
主
敬
〉
と
王
陽
明
の
〈
致
良
知
〉
に
　
ほ

範

を
取
っ
て
き
た
と
い
う
鴻
少
嘘
の
述
懐
を
も
と
に
、
「
血
脈
の
貫
通
せ
る
を
見
」
し
た
と
理
解
し
て
い
る
。
鴻
少
嘘
の
言
動
に
、
王
陽
明

説
の
受
容
↓
批
判
↓
朱
王
調
和
と
い
う
學
的
愛
遷
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
近
年
出
版
さ
れ
た
《
馬
從
吾
集
》
　
（
「
關
學
文
庫
」
所
牧
、
西
北
大
學
出
版
杜
）
の
尉
校
者
・
劉
學
智
、
孫
學
功
も
、

　
　
い

わ
ば
、
濡
從
吾
は
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
に
よ
っ
て
初
學
入
徳
の
路
を
確
立
し
、
後
に
朱
子
の
理
學
に
轄
向
、
さ
ら
に
王
陽
明
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

　
　
學
に

接
し
た
の
で
あ
る
。

と
概
括
し
て
い
る
。
「
朱
子
の
理
學
に
輔
向
」
し
た
か
は
さ
て
お
き
、
漏
少
嘘
に
と
っ
て
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
詩
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と

は

疑
い
を
容
れ
な
い
。

　

以
下
、
王
陽
明
の
「
人
心
仲
尼
詩
」
、
〈
良
知
〉
、
〈
致
良
知
V
に
關
す
る
薦
少
嘘
の
理
解
に
焦
鮎
を
あ
て
、
そ
の
“
王
陽
明
像
”
を
素
描
し



て

ゆ
く
o

一

、
修
學
の
切
っ
掛
け
ー
「
人
心
仲
尼
詩
」

　
漏
少
嘘
の

修
學
に
つ
い
て
『
明
史
』
漏
從
吾
傳
は
、
「
從
吾
生
而
純
慧
、
長
志
簾
洛
之
學
、
受
業
許
孚
遠
。
（
漏
從
吾
は
生
來
純
粋
誠
實
で

あ
り
、
長
じ
て
簾
洛
の
學
に
志
し
、
許
孚
遠
に
從
學
し
た
。
）
」
と
簡
潔
に
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
「
大
司
空
誼
恭
定
少
娃
薦
先
生
行
實
」
（
以

下
、
「
行
實
」
）
は
、

　
　
先
生
幼
病
癖
、
九
歳
始
小
愈
。
贈
公
手
書
陽
明
人
心
仲
尼
詩
、
命
習
字
。
且
學
其
爲
人
、
即
型
然
有
當
也
。
先
生
之
知
學
自
此
始
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や

　
　

（
〔ng

少

娃
〕
先
生
幼
き
と
き
病
癖
し
、
九
歳
に
し
て
始
め
て
小
愈
ゆ
。
贈
公
〔
父
・
漏
友
の
こ
と
〕
陽
明
の
「
人
心
仲
尼
詩
」
を
手
書
し
、

　
　
字
を
習
ふ
を
命
ず
。
且
つ
其
の
人
と
爲
り
を
學
べ
ば
、
即
ち
型
然
と
し
て
當
る
有
る
な
り
。
先
生
の
學
を
知
れ
る
は
此
れ
自
り
始
む
。
）

と
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
九
歳
の
時
（
嘉
靖
四
十
四
年
〔
一
五
六
五
〕
）
、
父
・
薦
友
が
手
ず
か
ら
書
い
た
王
陽
明
の
「
人
心
仲
尼
詩
」
に
よ
っ

て
字

を
習
い
、
仲
尼
（
孔
子
）
の
人
と
爲
り
を
も
學
ん
だ
、
と
い
う
話
柄
は
、
漏
少
嘘
の
修
學
の
切
っ
掛
け
を
知
る
上
で
看
過
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
「
人
心
仲
尼
詩
」
の
内
容
を
硯
野
に
入
れ
た
場
合
、
軍
に
孔
子
を
模
範
と
し
た
と
い
う
事
實
を
見
出
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
エ

う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
馬
少
境
に
と
っ
て
「
人
心
仲
尼
詩
」
は
、
自
ら
の
〈
學
〉
の
到
達
目
標
な
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
ま
ず
は
「
人
心
仲
尼
詩
」
の
内
容
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
關
連
す
る
漏
少
嘘
の
言
説
を
検
討
す
る
。

　
　
箇
箇
人
心
有
仲
尼
　
　
　
箇
箇
の
人
心
仲
尼
有
り

　
　
自
將
聞
見
苦
遮
迷
　
　
　
自
ら
聞
見
を
將
つ
て
遮
迷
に
苦
し
む

　
　
而
今
指
與
眞
頭
面
　
　
　
而
今
指
與
す
　
眞
の
頭
面

（43）



　
　
只
是
良
知
更
莫
疑
　
　
　
ロ
ハ
だ
是
れ
良
知
　
更
に
疑
ふ
莫
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
も
と
も
と
「
人
心
仲
尼
詩
」
は
、
「
居
越
詩
三
十
六
首
」
所
牧
の
「
詠
良
知
四
首
示
諸
生
」
と
題
す
る
七
紹
の
一
首
で
あ
り
、
正
徳
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

年

（
一
五

二
一
）
、
王
陽
明
五
十
歳
以
降
の
作
と
認
あ
ら
れ
る
。
年
譜
に
は
、
こ
の
年
の
正
月
に
は
じ
め
て
〈
致
良
知
〉
を
提
唱
し
た
と
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
王
陽
明
の
〈
學
〉
に
と
っ
て
書
期
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
し
あ
た
っ
て
詩
意
を
確
認
す
れ
ば
、

　
　
各
人
の
心
に
は
仲
尼
（
孔
子
）
が
い
る

　
　

（
に

も
か
か
わ
ら
ず
）
見
聞
き
し
た
こ
と
に
右
往
左
往
し
て
い
る

　
　
い

ま
指
し
示
そ
う
、
眞
の
姿
を

　
　

そ
れ
は
良
知
に
他
な
ら
ぬ
。
疑
う
こ
と
は
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

と
な
る
。
各
人
は
自
ら
に
具
有
す
る
孔
子
の
存
在
を
自
費
し
、
そ
の
具
膿
的
姿
と
し
て
の
〈
良
知
〉
を
信
じ
よ
、
と
教
示
し
た
も
の
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

る
。
と
は
い
え
實
際
の
と
こ
ろ
、
「
人
心
仲
尼
詩
」
に
封
す
る
受
け
止
め
方
は
様
々
で
あ
り
、
積
極
的
に
理
解
す
る
者
も
あ
れ
ば
、

　
　
王
文
成
嘗
作
人
心
有
仲
尼
詩
、
郷
塾
傳
諦
、
擬
干
韓
鐸
、
俊
見
郎
厭
其
腐
、
弗
習
也
。
（
「
行
實
」
）

　
　

（王
文
成
嘗
て
人
心
有
仲
尼
詩
を
作
り
、
郷
塾
傳
請
し
、
稗
鐸
に
擬
す
る
も
、
俊
見
郎
其
の
腐
を
厭
ひ
、
習
は
ざ
る
な
り
。
）

と
あ
る
よ
う
に
、
内
容
の
陳
腐
さ
に
拒
紹
反
雁
を
示
す
者
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
起
句
「
箇
箇
人
心
有
仲
尼
」
理
解
を
め
ぐ
る
も
の

で
あ
っ
た
。



二
、
理
想
的
な
“
儒
”
と
は

　

と
こ
ろ
で
「
各
人
の
心
に
は
孔
子
が
い
る
」
と
自
貴
す
る
凋
少
娃
に
と
っ
て
、
“
儒
”
と
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
か
。
質
問
者
か
ら

　
　
　
　
　
ロ
　

問
わ

れ

た
際
、
一
口
に
儒
と
は
い
う
も
の
の
、
實
際
に
は
眞
儒
、
醇
儒
、
大
儒
と
い
っ
た
名
稻
の
厘
別
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
細
に

理
解
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
眞
儒
に
つ
い
て
は
、

　
　
若
立
心
制
行
一
毫
不
假
、
難
卓
然
以
聖
學
自
命
、
而
中
聞
不
無
雑
干
二
氏
之
學
。
此
可
以
言
眞
、
而
不
可
以
言
醇
。
（
『
馬
少
娃
集
』
巻

　
　
十
1
r
池
陽
語
録
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

　
　
（立
心
制
行
一
毫
も
假
ら
ざ
る
が
若
き
は
、
卓
然
と
し
て
聖
學
を
以
て
自
ら
命
ず
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
中
聞
に
二
氏
の
學
を
雑
ふ
ご
　
ほ

　
　
と
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
此
れ
以
て
眞
と
言
ふ
可
き
も
、
以
て
醇
と
言
ふ
可
か
ら
ず
。
）

と
述
べ
、
言
行
は
自
前
の
も
の
で
あ
り
聖
學
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
言
行
に
些
か
「
二
氏
の
學
」
（
佛
教
・
老
荘
）
が
見
ら

れ

る
こ
と
か
ら
醇
儒
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
付
言
す
る
。

　
次
い
で
醇
儒
に
つ
い
て
は
、

　
　
如
純
然
吾
儒
、
不
雑
二
氏
、
躬
行
實
践
、
不
悦
古
人
、
而
脛
脛
自
守
、
〈
　
（
g
r
與
人
爲
善
之
量
。
此
可
以
言
醇
、
而
不
可
以
言
大
。
（
同

　
　
右
）

　
　

（純
然

た
る
吾
儒
、
二
氏
を
雑
へ
ず
、
躬
行
實
践
、
古
人
に
塊
ぢ
ざ
る
が
如
き
も
、
脛
脛
と
し
て
自
ら
守
り
、
筒
ほ
人
の
善
を
爲
す
に

　
　
く
み

　
　
與
す
の
量
を
陰
む
o
此
れ
以
て
醇
と
言
ふ
可
き
も
、
以
て
大
と
言
ふ
可
か
ら
ず
。
）



と
述
べ
、
「
二
氏
の
學
」
を
ま
じ
え
る
こ
と
な
く
純
梓
で
あ
り
、
切
實
な
取
り
組
み
は
古
人
に
比
肩
す
る
が
融
通
が
利
か
ず
、
孟
子
の
い
う

F天
下
の
人
が
善
を
行
う
よ
う
に
し
む
け
て
助
け
て
ゆ
く
」
　
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
第
七
章
）
力
量
に
訣
け
る
こ
と
か
ら
大
儒
と
は
認
め
ら

れ

な
い
と
付
言
す
る
。

　
眞
儒
、
醇
儒
そ
れ
ぞ
れ
に
内
包
す
る
暇
疵
を
端
的
に
撃
げ
て
い
る
鮎
は
興
味
深
い
が
、
鴻
少
嘘
に
と
っ
て
最
も
理
想
と
す
る
”
儒
”
と
は
、

次
に
示
す
大
儒
で
あ
っ
た
。

　
　
若
闇
然
潜
修
而
一
腔
四
海
、
退
然
如
不
勝
衣
而
一
念
萬
年
、
如
舜
之
善
與
人
同
、
舎
己
從
人
、
樂
取
諸
人
以
爲
善
、
如
横
渠
爲
天
地
立

　
　
心
、
爲
生
民
立
命
、
爲
往
聖
纏
紹
學
、
爲
萬
世
開
太
卒
。
此
之
謂
大
儒
、
而
眞
醇
不
待
言
　
。
（
『
漏
少
嘘
集
』
巻
十
1
F
池
陽
語
録
」
）

　
　
（
闇
然
と
し
て
潜
修
し
て
一
腔
四
海
、
F
退
然
と
し
て
衣
に
勝
へ
ざ
る
が
如
く
」
し
て
一
念
萬
年
の
若
き
は
、
舜
の
「
善
は
人
と
同
じ

　
　
v
し
、
己
を
舎
て
て
人
に
從
ひ
、
諸
を
人
に
取
り
て
以
て
善
を
爲
す
を
樂
し
む
」
の
如
v
、
横
渠
の
「
天
地
の
属
に
心
を
立
て
、
生
民

　
　
の
爲
に
命
を
立
て
、
往
聖
の
爲
に
紹
學
を
纏
ぎ
、
萬
世
の
爲
に
太
卒
を
開
く
」
の
如
し
。
此
れ
を
之
れ
大
儒
と
謂
ひ
、
而
し
て
眞
と
醇

　
　
と
言
ふ
を
待
た
ず
。
）

　
目
立
た
ず
と
も
空
聞
的
な
壮
大
さ
で
取
り
組
み
、
不
断
に
恐
灌
の
念
を
持
ち
績
け
る
（
『
禮
記
」
檀
弓
下
）
と
い
っ
た
在
り
方
は
、
ま
さ

し
v
舜
の
自
他
と
も
に
〈
善
〉
を
樂
し
む
在
り
方
（
『
孟
子
」
公
孫
丑
篇
上
第
七
章
）
、
あ
る
い
は
張
横
渠
（
載
、
1
0
1
1
0
－
1
0
七
七
）

の

四
爲
説

（『
近
思
録
』
論
學
）
に
込
め
ら
れ
た
氣
概
に
外
な
ら
ず
、
眞
儒
、
醇
儒
と
は
別
格
扱
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
眞
儒
↓
醇
儒
↓
大
儒
と
い
う
明
確
な
差
等
を
意
識
し
た
理
解
を
提
示
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
名
稻
の
逼
別
が
あ
る
と
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

え
、
眞
儒
、
醇
儒
、
大
儒
は
何
れ
も
名
儒
と
し
て
學
ぶ
べ
き
模
範
で
あ
る
こ
と
に
愛
わ
り
な
い
。
聖
學
を
自
ら
の
課
題
と
し
、
r
二
氏
の
學
」

を
排
撃
し
て
、
躬
行
實
践
に
働
む
者
は
、
凋
少
娃
の
理
想
と
す
る
”
儒
”
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
遇
少
境
の
生
き
た
關
中
は
、
「
我
關
中
自
古
構
理
學
之
邦
。
（
我
が
關
中
は
古
よ
り
理
學
の
邦
と
稻
．
f
．
o
）
」
　
（
『
關
學
編
』
自
序
）

（46）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

と
い
う
よ
う
に
、
古
來
よ
り
理
學
（
儒
學
）
の
成
皿
ん
な
土
地
柄
で
あ
り
、
「
關
學
」
（
關
中
に
お
け
る
儒
學
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
漏
少

嘘
も
「
聖
賢
之
學
、
理
學
也
。
（
聖
賢
の
學
は
理
學
で
あ
る
。
）
」
（
『
漏
少
嘘
集
』
巻
十
三
「
理
言
什
一
序
」
）
と
い
う
意
識
の
も
と
、
郷
土
の

先
儒

を
積
極
的
に
表
章
し
、
例
え
ば
關
中
の
儒
の
事
跡
を
記
し
た
『
關
學
編
』
な
る
書
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
『
關
學
編
』
所
牧
の

「
横
渠
張
先
生
」
（
張
載
）
を
引
い
て
み
よ
う
。

　
　
先
生
學
古
力
行
、
篤
志
好
禮
、
爲
關
中
士
人
宗
師
、
世
稻
爲
横
渠
先
生
。
門
人
私
温
日
誠
明
。
…
…
理
宗
淳
祐
初
、
誼
明
公
、
封
郡
伯
、

　
　
從
祀
孔
子
廟
庭
。
國
朝
嘉
靖
九
年
、
改
稻
先
儒
張
子
。

　
　

（先
生

古

を
學
び
行
ひ
に
力
め
、
志
を
篤
く
し
禮
を
好
み
、
關
中
士
人
の
宗
師
と
爲
り
、
世
稻
へ
て
横
渠
先
生
と
爲
す
。
門
人
私
か

　
　
　
お
く
り
な

　
　
に

語

し
て
誠
明
と
日
ふ
。
…
…
理
宗
淳
砧
の
初
め
、
明
公
と
誼
し
、
郡
伯
に
封
ぜ
ら
れ
、
孔
子
廟
の
庭
に
從
祀
せ
ら
る
。
國
朝
嘉
靖

　
　
九
年
、
先
儒
張
子
と
改
稻
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
右
文

は
「
横
渠
張
先
生
」
の
末
尾
部
分
に
相
當
す
る
。
文
中
の
「
禮
を
好
む
」
と
は
、
關
學
の
特
質
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
　
ほ

F孔
子
廟
の
庭
に
從
祀
」
さ
れ
た
と
い
う
記
述
に
注
目
し
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

　
い

う
ま
で
も
な
く
、
文
廟
（
孔
子
廟
）
に
從
祀
さ
れ
た
者
は
國
家
公
認
の
儒
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
人
で
文
廟
に
從
祀
さ
れ
た
の
は
、
蒔

敬
軒

（
珀
、
＝
二
八
九
ー
一
四
六
四
）
、
陳
自
沙
（
献
章
、
一
四
二
八
－
一
k
u
o
o
）
、
胡
敬
齋
（
居
仁
、
一
四
三
四
－
一
四
八
四
）
、
王
陽

明
の
四
氏
の
み
で
あ
っ
た
が
、
王
陽
明
の
從
祀
に
つ
い
て
は
、
陽
明
の
〈
學
〉
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
萬
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

十
二
年
（
一
五
八
四
）
の
從
祀
後
も
異
議
を
唱
え
る
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
因
み
に
褥
少
嘘
は
、
四
氏
の
從
祀
を
好
意
的
に
受
け
止
め
て
お
り
、
そ
れ
は
「
國
朝
從
祀
四
先
生
賛
」
（
『
凋
少
嘘
績
集
』
巻
二
）
な
る
文

を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
「
國
朝
從
祀
四
先
生
賛
」
の
内
容
を
掻
い
摘
め
ば
、
四
氏
は
何
れ
も
理
學
が

不
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
向
き
合
い
、
そ
の
打
破
に
取
り
組
ん
だ
鮎
を
賛
え
た
も
の
と
い
え
る
。
漏
少
嘘
は
四
氏
の
在
り
方
に
つ
い
て



次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
我
國
朝
從
祀
四
先
生
、
威
眞
修
實
悟
、
有
光
聖
門
。
而
文
清
蒔
先
生
堀
起
永
、
宣
之
際
、
於
吾
道
尤
有
草
昧
、
功
蓋
一
代
、
理
學
大
儒

　
　
也
。
…
…
或
者
以
先
生
與
敬
齋
爲
騎
重
修
、
以
白
沙
、
陽
明
爲
騎
重
悟
。
（
『
薦
少
娃
集
』
巷
十
1
1
1
　
r
m
a
文
清
先
生
全
書
序
」
Y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な

　
　
（我
が
國

朝
四
先
生
を
從
祀
す
。
威
眞
修
實
悟
、
聖
門
に
光
有
り
。
而
し
て
文
清
蒔
先
生
は
永
、
宣
の
際
に
堀
起
し
、
吾
が
道
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
む

　
　
て

は
尤
も
草
昧
有
る
も
、
功
は
一
代
を
蓋
ひ
、
理
學
大
儒
な
り
。
…
…
或
る
者
先
生
と
敬
齋
と
を
以
て
修
を
重
ん
ず
る
に
騎
く
と
爲

　
　
し
、
白
沙
、
陽
明
を
以
て
悟
を
重
ん
ず
る
に
騎
く
と
爲
す
。
）

　
四
氏
は
何
れ
も
「
眞
修
」
と
「
實
悟
」
の
兼
備
し
た
儒
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
右
文
に
い
う
「
眞
修
」
と
「
實
悟
」
と
は
、
「
不
知
、

離
悟
言
修
、
非
眞
修
也
、
離
修
言
悟
、
非
眞
悟
也
。
（
悟
り
を
離
れ
て
修
養
を
い
え
ば
、
そ
れ
は
眞
の
修
養
で
は
な
く
、
修
養
を
離
れ
て
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

り
を
い
え
ば
、
そ
れ
は
眞
の
悟
り
と
は
い
え
ぬ
。
）
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
不
離
の
關
係
で
成
立
し
て
い
る
鮎
に
力
鮎
が
あ
る
。
文
中

の

「
文
清
蒔
先
生
」
（
醇
喧
）
に
封
す
る
”
理
學
大
儒
”
と
い
う
名
稻
は
、
先
に
見
た
大
儒
に
同
じ
く
最
上
級
の
格
付
け
と
い
え
る
が
、
な

か

で

も
「
或
者
」
の
言
と
し
て
引
く
、
蒔
文
清
と
胡
敬
齋
と
は
「
修
養
」
に
偏
り
、
陳
白
沙
と
王
陽
明
と
は
「
眞
悟
」
に
傾
く
と
い
う
評
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

は
、
當
時
そ
れ
な
り
に
喧
傳
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
氏
に
「
眞
修
」
と
「
實
悟
」
の
兼
備
を
見
る
漏
少
娃
に
從
え
ば
、
當

然
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（48）

三
、
王
陽
明
の
事
跡
を
評
債
す
る

　
王
陽
明
と
い
え
ば
、
〈
心
即
理
〉
、
〈
知
行
合
一
〉
、
〈
致
良
知
〉

　
　
　
　
　
お
　

注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
王
陽
明
の
功
績
は
「
機
権
」
（
強
権
）

　
　
　
　
　
　
に
　

と
い
っ
た
教
説
に
加
え
て
、
軍
事
面
を
含
め
た
政
治
家
と
し
て
の
功
績
も

に

よ
る
も
の
で
は
、
と
問
わ
れ
た
凋
少
嘘
は
、



　
　
此
守
仁
之
経
濟
、
非
守
仁
之
機
権
也
。
蓋
才
l
也
、
用
干
正
則
爲
経
濟
、
用
於
不
正
則
爲
機
権
。
第
後
人
誤
以
小
人
之
機
権
信
爲
経
濟
、

　
　
以
君
子
之
経
濟
疑
其
爲
機
権
耳
。
（
『
鴻
少
嘘
績
集
』
巻
二
「
論
管
仲
」
）

　
　
（此
れ
守
仁
の
経
濟
に
し
て
、
守
仁
の
機
椹
に
非
ざ
る
な
り
。
蓋
し
才
は
一
な
り
、
正
に
用
ゐ
れ
ば
則
ち
経
濟
と
爲
り
、
不
正
に
用
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
れ
ば
則

ち
機
椹
と
爲
る
。
第
だ
後
人
誤
り
て
小
人
の
機
権
を
以
て
信
じ
て
経
濟
と
爲
し
、
君
子
の
経
濟
を
以
て
疑
ひ
て
其
の
機
権
と
爲

　
　
す
の
み
。
）

と
答
え
て
い
る
。
王
陽
明
の
功
績
は
「
纏
濟
」
（
経
世
濟
民
）
な
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
機
権
」
で
は
な
い
と
断
じ
、
そ
の
論
握
と
し
て

才
の
正
し
い
運
用
を
畢
げ
る
。
漏
少
嘘
に
從
え
ば
、
才
の
不
正
な
運
用
が
「
機
権
」
、
言
い
換
え
れ
ば
小
人
の
在
り
方
な
の
だ
が
、
現
状
は

君
子
の

在
り
方
（
脛
濟
）
と
小
人
の
在
り
方
（
機
権
）
と
を
輔
倒
さ
せ
た
理
解
が
横
行
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
質
問
者
が
か
か
る
疑
念
を
抱

く
こ
と
自
髄
、
誤
解
が
廣
ま
っ
て
い
た
讃
左
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8

　
と
こ
ろ
で
、
右
文
に
い
う
正
と
は
何
か
。
薦
少
境
は
王
陽
明
の
事
跡
を
握
り
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
守
仁
當
投
荒
萬
里
之
時
、
険
阻
備
嘗
、
而
猶
云
自
信
孤
忠
懸
日
月
。
何
等
從
容
。
辰
濠
既
檎
之
後
、
誘
書
盈
笹
、
而
猶
云
一
戦
功
成
未

　
　
足
奇
、
又
何
等
謹
譲
。
（
同
右
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
（
守
仁
投
荒
萬
里
の
時
に
當
り
、
険
阻
備
さ
に
嘗
む
る
も
、
猶
ほ
云
ふ
、
自
ら
信
ず
孤
忠
日
月
に
懸
か
る
を
と
。
何
等
の
從
容
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
ん
。
震
濠
既
に
檎
ら
ふ
の
後
、
誘
書
薩
に
盈
つ
る
も
、
猶
ほ
云
ふ
、
　
一
戦
功
成
る
も
未
だ
奇
と
す
る
に
足
ら
ず
と
。
又
た
何
等
の
謹

　
　
譲
な
ら
ん
。
）

例
え
ば
龍
場
と
い
う
僻
地
に
流
諦
さ
れ
て
も
「
從
容
」
（
落
ち
着
い
た
態
度
）
を
保
持
し
、
寧
王
震
濠
を
捕
ら
え
る
と
い
う
軍
功
を
畢
げ

て

も
「
謹
譲
」
（
恐
れ
）
を
抱
く
。
こ
の
姿
勢
を
正
と
見
な
し
て
い
る
。
二
に
お
い
て
見
た
”
大
儒
”
理
解
に
重
な
る
説
明
と
い
え
よ
う
。

王

陽
明
の
「
経
濟
」
に
君
子
の
在
り
方
を
見
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
次
に
陽
明
の
〈
學
〉
に
封
す
る
評
債
に
移
る
。
先
掲
の
「
國
朝
從
祀



四
先
生
賛
」
（
『
漏
少
嘘
績
集
』
巻
1
1
）
所
牧
の
「
王
文
成
公
」
を
見
よ
う
。

　
　
餅
章
口
耳
、
聖
道
支
離
。
公
排
群
議
、
濁
掲
良
知
。
致
之
一
字
、
工
夫
靡
遺
、
虞
淵
取
日
、
人
心
仲
尼
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　

（群
章
口

耳
、
聖
道
支
離
す
。
公
群
議
を
排
し
て
、
濁
り
良
知
を
掲
ぐ
o
致
の
一
字
、
工
夫
遺
す
靡
く
ば
、
虞
淵
日
に
取
り
て
、
人

　
　
心
仲
尼
た
り
。
）

　
詩
文
や
淺
薄
な
學
問
が
横
行
し
、
聖
人
の
道
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
状
況
下
、
王
陽
明
は
様
々
な
議
論
を
排
除
し
て
〈
良
知
〉
を
掲
げ
た
。

r致
」
と
い
う
工
夫
に
働
む
こ
と
で
、
明
確
に
各
人
に
内
在
す
る
仲
尼
の
存
在
を
自
畳
す
る
の
だ
、
と
い
う
。

　
末
尾
の

「
人
心
仲
尼
」
と
は
、
一
に
お
い
て
見
た
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
を
踏
ま
え
た
語
で
あ
る
。
右
文
を
概
観
し
て
氣
付
く
の
は
、
王

陽

明
の
〈
學
〉
に
と
っ
て
「
人
心
仲
尼
」
は
到
達
目
標
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
鮎
で
あ
る
。
即
ち
漏
少
嘘
は
、
王
陽
明
に
よ
っ
て
掲
げ

ら
れ
た
〈
良
知
〉
は
、
徹
底
的
な
「
致
」
と
い
う
工
夫
に
よ
っ
て
顯
現
す
る
も
の
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、

こ
の
「
致
」
重
覗
の
姿
勢
が
王
陽
明
理
解
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
六
に
お
い
て
考
察
す
る
。

　
薦
少
娃
に
と
っ
て
右
文
冒
頭
の
「
離
章
口
耳
、
聖
道
支
離
」
は
、
軍
に
王
陽
明
在
世
時
の
状
況
を
示
す
語
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
身
の
置
か

れ

た
状
況
を
物
語
る
語
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
近
世
學
術
多
岐
、
議
論
不
一
、
起
干
本
艘
功
夫
耕
之
不
甚
清
楚
。
（
近
來
の
學
術
が
多
岐

に

わ
た
り
、
議
論
が
牧
敏
さ
れ
な
い
の
は
、
本
酷
と
功
夫
と
の
辮
別
が
あ
ま
り
す
っ
き
り
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
）
」
（
『
馬
少
嘘
集
』
巷

十
五

「
答
楊
原
忠
運
長
」
第
四
書
）
と
い
う
嚢
言
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
周
知
の
通
り
、
王
陽
明
の
〈
學
〉
を
纏
承
す
る
者
は
、
現
成
派
（
左
派
）
、
蠕
寂
派
（
右
派
）
、
修
語
派
（
正
統
派
）
に
大
別
で
き
る
と
さ

　
　
カ
　

れ

る
。
そ
の
中
で
も
、

　
　
陽
明
學
派
、
以
龍
難
、
心
齋
爲
得
其
宗
。
（
『
明
史
』
巻
二
百
八
十
三
　
列
傳
第
一
F
o
］
七
十
　
l
　
）

　
　

（陽
明
學
派
は
、
〔
王
〕
龍
裕
、
〔
王
〕
心
齋
を
以
て
其
の
宗
を
得
と
爲
す
。
）
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と
記
す
よ
う
に
、
王
龍
難
（
畿
、
　
1
四
九
八
1
1
五
八
三
）
や
王
心
齋
（
艮
、
一
四
八
三
ー
一
五
四
〇
）
に
代
表
さ
れ
る
現
成
派
（
左
派
）

を
王
陽
明
の
纏
承
者
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
例
え
ば
王
龍
籍
に
は
、

　
　
丁
亥
年
九
月
、
先
生
起
復
征
思
田
。
將
命
行
、
時
徳
洪
與
汝
中
論
學
。
汝
中
畢
先
生
教
言
日
、
無
善
無
悪
是
心
之
髄
、
有
善
有
悪
是
意

　
　
之
動
、
知
善
知
悪
是
良
知
、
爲
善
去
悪
是
格
物
。
徳
洪
日
、
此
如
何
。
汝
中
日
、
此
恐
未
是
究
寛
話
頭
。
若
説
心
酷
是
無
善
無
悪
、
意

　
　
亦
是
無
善
無
悪
的
意
、
知
亦
是
無
善
無
悪
的
知
、
物
是
無
善
無
悪
的
物
　
。
若
説
意
有
善
悪
、
畢
寛
心
艘
還
有
善
悪
在
。
…
…
（
『
傳

　
　
習
録
』
下
、
＝
五
）

　
　
（丁
亥
の
年
〔
嘉
靖
六
年
〕
九
月
、
〔
王
陽
明
〕
先
生
起
ち
て
復
び
思
田
を
征
す
。
將
に
行
に
命
ぜ
ん
と
す
る
に
、
時
に
〔
銭
〕
徳
洪

　
　
と
〔
王
〕
汝
中
〔
王
畿
の
こ
と
〕
と
學
を
論
ず
。
汝
中
先
生
の
教
言
を
畢
げ
て
日
は
く
、
善
無
く
悪
無
き
は
是
れ
心
の
膿
、
善
有
り

　
　
悪
有

る
は
是
れ
意
の
動
、
善
を
知
り
悪
を
知
る
は
是
れ
良
知
、
善
を
爲
し
悪
を
去
る
は
是
れ
格
物
、
と
。
徳
洪
日
は
く
、
此
は
如
何
、

　
　
と
o
汝
中
日
は
く
、
此
れ
恐
る
ら
く
は
未
だ
是
れ
究
寛
の
話
頭
に
あ
ら
ざ
ら
ん
。
若
し
心
の
膿
は
是
れ
善
無
く
悪
無
し
と
説
か
ば
、
意

　
　
も
亦
た
是
れ
善
無
く
悪
無
き
の
意
、
知
も
亦
た
是
れ
善
無
く
悪
無
き
の
知
、
物
は
是
れ
善
無
く
悪
無
き
の
物
な
ら
ん
。
若
し
意
に
善
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
有

り
と
説
か
ば
、
畢
寛
心
の
膿
も
還
た
善
悪
有
り
て
在
り
。
…
…
）

と
、
銭
緒
山
（
徳
洪
、
l
四
九
－
（
－
　
1
五
七
四
）
と
四
句
教
に
つ
い
て
論
じ
あ
っ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
四
句
教
・
無
善
無
悪
説
に
關
し
て

薦
少
嘘
は
、

　
　
近
世
學
者
病
支
離
者
什
一
、
病
狙
狂
者
什
九
、
皆
起
於
爲
無
善
無
悪
之
説
所
誤
、
良
可
浩
嘆
。
（
『
漏
少
娃
集
』
巻
十
五
「
答
楊
原
忠
運

　
　
長
」
第
六
書
）

　
　
（近
世
の
學
者
支
離
に
病
む
者
什
に
一
、
狙
狂
に
病
む
者
什
に
九
、
皆
無
善
無
悪
の
説
の
誤
る
所
と
爲
る
に
起
る
、
良
に
浩
嘆
す
可

　
　
し
o
）
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と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
善
無
悪
を
主
張
す
る
王
龍
難
は
王
陽
明
の
〈
學
〉
の
纏
承
者
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
む

し
ろ
鴻
少
嘘
の
王
陽
明
理
解
に
あ
っ
て
は
、
郷
土
の
先
儒
・
南
元
善
（
大
吉
、
一
四
八
六
ー
一
五
四
一
）
に
封
す
る
、

　
　
蓋
先
生
之
學
以
致
良
知
爲
宗
旨
、
以
愼
猫
改
過
爲
致
知
工
夫
。
銑
躬
働
行
、
惇
倫
叙
理
、
非
世
儒
衿
解
悟
而
略
検
押
者
可
比
。
故
至
今

　
　
稻
王
公
高
弟
弟
子
、
必
稻
清
南
南
元
善
云
。
（
『
關
學
編
』
巻
四
F
瑞
泉
南
先
生
」
）

　
　

（蓋
し
先
生
〔
南
元
善
の
こ
と
〕
の
學
は
致
良
知
を
以
て
宗
旨
と
爲
し
、
愼
猫
改
過
を
以
て
致
知
の
工
夫
と
爲
す
。
飾
躬
働
行
し
、
倫
に

　
　
惇

く
理
を
叙
ぶ
る
は
、
世
儒
の
解
悟
を
衿
り
て
検
押
を
略
せ
る
者
の
比
ぶ
可
き
に
非
ず
。
故
に
今
に
至
る
ま
で
王
公
の
高
弟
弟
子
を
稻

　
　
す
る
は
、
必
ず
清
南
の
南
元
善
を
稻
す
と
云
ふ
。
）

　
　
　
　
　
　
り
　

と
い
う
評
償
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

四
、
　
〈
良
知
〉
の
捉
え
方

（52）

　
既
に
一
で
見
た
よ
う
に
、
鴻
少
嘘
に
と
っ
て
「
箇
箇
人
心
有
仲
尼
」
は
修
學
の
切
っ
掛
け
を
得
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
が
、

　
　
陽
明
先
生
云
個
個
人
心
有
仲
尼
、
則
個
個
人
心
有
良
知
。
（
『
鴻
少
嘘
集
』
巻
十
1
F
池
陽
語
録
」
）

　
　

（陽
明
先
生
個
個
の
人
心
に
仲
尼
有
り
と
云
ふ
は
、
則
ち
個
個
の
人
心
に
良
知
有
り
。
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
仲
尼
（
孔
子
）
と
は
〈
良
知
〉
そ
の
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

　
確
か

に

「
人
心
仲
尼
詩
」
全
膿
を
見
た
場
合
、
仲
尼
（
起
句
）
↓
眞
頭
面
（
輔
句
）
↓
良
知
（
結
句
）
の
順
に
讃
み
替
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
仲
尼
‖
良
知
と
な
る
。
む
し
ろ
右
の
登
言
は
、
各
人
に
等
し
く
＜
良
知
〉
が
具
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
〈
良
知
〉
を
精
確
に
捉
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
李
維
頑
（
一
五
四
七
ー
一
六
二
六
、



隆
慶
二
年
進
士
）
が

　
　
王
文
成
掲
良
知
之
學
、
新
天
下
耳
目
。
其
論
自
正
、
而
其
徒
賢
知
之
過
者
寝
窟
入
干
輝
、
今
且
百
年
、
而
弊
滋
甚
。
（
『
鴻
少
境
集
』
巻

　
　
1
　
r
辮
學
録
序
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
や

　
　

（王
文
成
良
知
の
學
を
掲
げ
、
天
下
の
耳
目
を
新
た
に
す
。
其
の
論
自
ら
正
な
る
も
、
其
の
徒
の
賢
知
の
過
ぐ
る
者
は
寝
く
輝
に
窟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ま
す

　
　
入

し
、
今
且
に
百
年
に
な
ら
ん
と
し
て
、
弊
滋
甚
し
。
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
に
王
陽
明
の
掲
げ
た
「
良
知
の
學
」
は
天
下
の
耳
目
を
一
新
し
、
そ
の
立
論
は
正
し
い
が
、
〈
良
知
〉
理
解

を
め
ぐ
っ
て
は
「
輝
に
窟
入
」
す
る
者
ま
で
出
現
し
、
そ
の
弊
害
は
現
在
に
至
る
ま
で
甚
だ
し
い
と
い
う
、
現
状
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
右
文
に
い
う
「
賢
知
の
過
ぐ
る
者
」
と
は
、
先
に
見
た
無
善
無
悪
を
高
唱
す
る
者
が
想
起
さ
れ
る
が
、
「
二
氏
の
學
」
を
徹
底
的
に
排

撃

す
る
凋
少
境
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
も
精
確
な
〈
良
知
〉
理
解
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
の
一
文
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
核
提
知
愛
、
梢
長
知
敬
、
見
儒
子
而
愉
楊
、
賭
親
骸
而
穎
批
、
不
忍
散
鯨
之
牛
、
不
屑
障
蹴
之
食
、
此
等
去
庭
、
不
知
、
由
思
而
得
、

　
　
由
勉
而
中
否
。
尭
舜
其
心
至
今
在
、
個
個
人
心
有
仲
尼
、
正
在
此
慮
。
（
『
鴻
少
娃
集
」
巻
二
「
疑
思
録
」
）

　
　
（「
該
提
愛
を
知
り
、
梢
長
じ
て
敬
を
知
る
」
、
「
儒
子
を
見
て
愉
暢
し
」
、
F
親
骸
を
賭
て
穎
批
た
り
」
、
「
殻
鯨
の
牛
を
忍
び
ず
」
、
「
時

　
　
蹴
の
食
を
屑
し
と
せ
ず
」
、
此
れ
等
の
去
く
庭
、
知
ら
ず
、
思
に
由
り
て
得
、
勉
に
由
り
て
中
る
や
否
や
。
「
尭
舜
の
其
の
心
今
に
至
る

　
　
ま
で
在
り
」
、
r
個
個
の
人
心
に
仲
尼
有
り
」
は
、
正
に
此
の
庭
に
在
り
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
右
文
は

『
中
庸
』
の
「
誠
者
、
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
。
」
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
孟
子
』
の
「
二
、
三
歳
の
幼
見
で
も
親
を
愛
す

る
こ
と
を
知
り
、
成
長
す
る
と
兄
を
敬
う
こ
と
を
知
る
」
（
蓋
心
上
篇
第
十
五
章
）
、
r
幼
見
が
井
戸
に
落
ち
か
か
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
は
っ

と
驚
く
」
（
公
孫
丑
上
篇
第
六
章
）
、
r
思
わ
ず
額
に
は
冷
汗
が
に
じ
み
出
る
」
（
縢
文
公
上
篇
第
五
章
）
、
r
お
ど
お
ど
と
恐
れ
る
牛
を
見
て
殺

す
に

忍
び

な
い
」
（
梁
恵
王
上
篇
第
七
章
）
、
F
足
蹴
に
し
て
與
え
ら
れ
た
食
事
を
も
ら
う
に
潔
し
と
し
な
い
」
（
告
子
上
篇
第
十
章
）
と
い
っ
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た

例
を
引
き
、
・
れ
ら
は
璽
に
“
6
　
9
て
覆
す
る
も
の
で
な
く
・
竃
に
J
＿
6
　
9
て
臥
す
る
も
の
で
な
い
と
位
置
付
け
る
・
即
ち
・
裂

し
た
諸
例
に
見
ら
れ
る
人
聞
の
状
態
は
r
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
」
の
結
果
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
状
態
と
同
質
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

Y
　
1
l
k
H
の
　
F
尭
舜
其
心
至
今
在
」
と
共
に
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
を
引
く
の
で
あ
る
。
從
っ
て
以
上
の
諸
例
は
、
各
人
に
具
有
す
る
〈
良

知
〉
が
護
揮
さ
れ
た
状
態
と
見
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
薦
少
嘘
に
と
っ
て
王
陽
明
の
〈
良
知
〉
と
は
、

　
　
不
知
、
文
成
之
所
謂
良
、
即
大
學
之
所
謂
善
。
（
『
凋
少
娃
集
』
巷
十
1
1
1
　
F
寓
燕
課
録
序
」
）

　
　

（知

ら
ず
、
文
成
の
所
謂
良
は
、
即
ち
『
大
學
』
の
所
謂
善
な
る
を
。
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
大
學
』
の
「
至
善
」
で
あ
る
。
「
吾
儒
論
學
ロ
バ
有
一
個
善
字
。
（
わ
が
儒
の
學
術
は
一
個
の
善
の
字
に
他
な
ら
な

い
o
）
」
と
道
破
す
る
r
e
少
嘘
は
、
・
の
室
蔀
」
（
善
）
を
擦
り
ど
こ
ろ
に
鉦
喜
無
悪
読
を
懇
切
丁
寧
に
反
讃
す
る
の
で
あ
嘉
・

　
こ
の
よ
う
に
、
精
確
な
〈
良
知
〉
理
解
の
た
め
に
「
箇
箇
人
心
有
仲
尼
」
を
活
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
た
と
え
詳
細
に
定
義
し
て

も
、
學
ぶ
者
は
〈
良
知
〉
を
自
費
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
實
際
、
『
鴻
從
吾
集
』
を
播
け
ば
、
自
畳
に
資
す
る
よ
う
な
解
説
が
散
見
す
る
。

そ
の
中
で
も
「
又
示
四
氏
曲
阜
両
學
諸
生
」
（
『
漏
少
嘘
集
』
巻
四
「
訂
士
編
」
）
は
出
色
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は
、
「
四
氏
學
」
「
曲
阜
學
」

（孔
子
．
孟
子
に
血
縁
．
學
縁
を
持
つ
者
）
に
向
け
た
漏
少
娃
の
講
義
録
で
あ
っ
て
、
諸
生
に
〈
良
知
〉
を
自
畳
さ
せ
よ
う
と
す
る
凋
少
境

の

懇
切
丁
寧
な
講
義
ぶ
り
が
垣
聞
見
え
、
興
味
深
い
。
以
降
は
「
又
示
四
氏
曲
阜
両
學
諸
生
」
に
依
り
な
が
ら
、
〈
良
知
〉
自
畳
へ
の
促
し

の

さ
ま
を
跡
付
け
て
み
た
い
。

　
「
又
示
四
氏
曲
阜
両
學
諸
生
」
は
四
つ
の
話
柄
か
ら
な
り
（
便
宜
上
、
四
段
落
に
分
け
る
）
、
鴻
少
嘘
の
問
い
か
け
や
解
読
に
封
し
、
短
い
言
な

が
ら
「
諸
生
唯
唯
否
否
」
（
第
一
段
）
、
F
諸
生
又
唯
唯
否
否
」
（
第
二
段
）
、
F
諸
生
又
唯
唯
否
否
」
（
第
三
段
）
、
F
諸
生
爲
之
躍
然
」
（
第
四
段
）

と
、
諸
生
の
反
雁
の
さ
ま
を
記
し
て
い
る
。

（54）



ま
ず
第
一
段
で
は
、
v
e
少
票
誌
蛋
研
祀
師
に
恥
じ
る
・
と
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
・
諸
生
が
「
鑑
曇
」
な
反
鷹
を
不
し
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
が
た

と
い
う
場
面
を
記
録
す
る
。
次
い
で
第
二
段
で
は
、
漏
少
娃
が
r
爾
諸
生
は
讃
書
や
科
畢
及
第
に
つ
い
て
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
問
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

け
、
さ
ら
に
「
な
い
と
す
れ
ば
世
の
高
位
高
官
は
全
て
聖
人
と
い
え
る
だ
ろ
う
、
爾
諸
生
も
そ
う
思
う
か
」
と
詰
問
す
る
。
そ
し
て
諸
生

が

「
そ

う
で
は
な
い
」
と
鷹
ず
る
こ
と
を
見
越
し
た
薦
少
嘘
は
、
「
恥
じ
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
根
握
を
探
求
せ
ず
に
、
「
奮
然
と
組
師
に
齊

し
か
ら
ん
」
と
な
る
は
ず
も
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
恥
じ
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
根
握
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
と
語
り
、
諸
生
は
さ
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r唯
唯
否
否
」
な
態
度
を
示
す
。

　
そ

し
て
第
三
段
で
は
、
右
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
陽

明
先
生
云
、
個
個
人
心
有
仲
尼
。
個
個
人
心
既
有
仲
尼
、
則
爲
其
孫
者
生
來
原
無
塊
於
祀
、
爲
其
弟
者
生
來
原
無
悦
於
師
。
此
道
完

　
　
完
全
全
、
聖
非
有
除
、
我
非
不
足
。
故
孟
子
日
、
大
人
者
不
失
其
赤
子
之
心
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　

（
陽
明
先
生
云
ふ
、
「
個
個
の
人
心
に
仲
尼
有
り
」
と
。
個
個
の
人
心
に
既
に
仲
尼
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
孫
と
爲
る
者
、
生
來
原
よ
り

　
　
祀
に

塊
つ
る
無
く
、
其
の
弟
と
爲
る
者
、
生
來
原
よ
り
師
に
塊
つ
る
無
し
。
此
の
道
は
完
完
全
全
、
聖
飴
有
る
に
非
ず
、
我
足
ら
ざ

　
　
る
に
非
ず
。
故
に
孟
子
日
は
く
、
F
大
人
と
は
其
の
赤
子
の
心
を
失
は
ず
」
と
o
）

　
各
人
の

〈
心
〉
に
仲
尼
・
孔
子
が
い
る
以
上
、
そ
の
子
孫
・
學
孫
で
あ
る
諸
生
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
組
師
に
恥
じ
ぬ
は
ず
で
あ
っ
て
、

聖

（聖
人
）
と
我
（
自
分
）
と
の
聞
に
量
的
な
差
異
は
存
在
し
な
い
と
し
、
そ
の
論
接
と
し
て
孟
子
の
い
う
「
大
徳
の
人
は
、
純
一
無
傭
な

赤
子
の
心
を
失
わ
な
い
」
（
離
婁
篇
下
第
十
二
章
）
を
引
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
こ
ま
で
の
内
容
は
、
「
祀
師
に
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
か
け
を
契
機
と
し
て
、
諸
生
ら
に
よ
る
自
問
自
答
へ
の
地
な
ら

　し
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
即
ち
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
の
仲
尼
と
「
大
人
者
、
不
失
赤
子
之
心
」
の
「
赤
子
之
心
」
と
は
同
義
で
あ
る
こ
と

を
丁
寧
に
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
當
然
、
仲
尼
・
「
赤
子
之
心
」
は
〈
良
知
〉
と
も
同
義
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
封
し
て
、
諸
生
が
自
前
の
も

（55）



の

と
し
て
信
じ
き
れ
る
か
否
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

鴻
少
嘘
は

そ

こ
に
力
顯
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ぷ
ん

信
じ
る
封
象
ー
聖
人
か
自
家
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
が
た

　
第
三
段
は
績
け
て
、
漏
少
娃
が
「
爾
諸
生
は
子
夏
の
よ
う
に
聖
人
を
篤
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
問
い
か
け
、
聖
人
へ
の
篤
信
を
要

　
　
　
む
　

請
す
る
。
さ
ら
に
、
聖
人
に
封
す
る
篤
信
さ
に
つ
い
て
子
夏
と
後
儒
と
を
比
較
し
、
後
儒
は
「
畢
業
」
（
科
畢
封
策
）
を
〈
學
〉
と
見
な
し

て
い

る
と
い
う
實
情
を
指
摘
し
、
後
儒
の
行
い
は
聖
人
を
篤
信
し
な
い
こ
と
を
要
因
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
畢
業
」
に
從
事
す
る
者
が
自
ら

　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

を
耽
じ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
と
述
べ
て
い
る
。
彼
ら
が
取
り
組
む
〈
學
〉
は
「
聖
人
の
學
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

聖
人

を
篤
信
す
る
と
い
っ
て
も
、
漏
少
嘘
が
理
想
と
す
る
の
は
、
聖
人
の
み
を
篤
信
す
る
子
夏
で
は
な
く
顔
回
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
顔
子
其
初
亦
篤
信
聖
人
、
故
仰
之
鑑
之
謄
之
、
三
之
字
倶
指
聖
人
、
其
後
一
聞
聖
教
、
始
信
得
博
我
約
我
、
始
信
得
我
自
家
生
來
原
是

　
　
聖
人
、
故
既
掲
吾
才
、
如
立
卓
爾
。

　
　
（顔
子
其
の
初
め
も
亦
た
聖
人
を
篤
信
す
。
故
に
之
を
仰
ぎ
之
を
鑑
り
之
を
謄
る
。
1
1
1
の
之
の
字
は
倶
に
聖
人
を
指
す
。
其
の
後
一
た

　
　
び

聖
教

を
聞
き
、
始
め
て
我
を
博
く
し
我
を
約
す
る
を
信
じ
得
、
始
め
て
我
が
自
家
生
來
は
原
よ
り
是
れ
聖
人
な
る
を
信
じ
得
。
故
に

　
　
既
に

吾
が
才
を
端
す
、
立
つ
こ
と
卓
爾
た
る
が
如
し
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

　
當
初
、
顔
回
も
聖
人
を
篤
信
し
て
い
た
が
、
聖
教
（
『
論
語
』
顔
淵
篇
第
一
章
か
）
を
聞
い
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
聖
人
は
自
ら
に
具

有
す
る
も
の
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
顔
回
の
修
學
に
お
け
る
段
階
的
伸
長
に
理
想
を
見
た
の
で
あ
る
。
薦
少
嘘
は
自
ら
を
篤
信

す
る
こ
と
に
蓋
き
る
と
い
う
主
張
の
前
提
と
し
て
、
顔
回
の
よ
う
な
修
學
過
程
を
重
覗
し
た
。
大
切
な
の
は
、
我
々
に
は
聖
人
傳
來
の
「
赤



子
の
心
」
・
〈
良
知
〉
が
備
わ
っ
て
い
る
と
信
じ
切
る
こ
と
な
の
だ
と
漏
少
嘘
は
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
r
赤
子
の
心
」
・
〈
良
知
V
が
備
わ
っ
て
い
る
以
上
、
孔
子
た
ら
ん
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
何
も
せ
ず
聖
人
に
恥
じ
て
い
る
な
ど
嘆
息
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

は

い

ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
、
諸
生
に
封
し
て
　
r
r
赤
子
の
心
」
・
〈
良
知
〉
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

　
　
　
　
　
　
　
あ
　

う
か
」
と
詰
問
し
、
王
陽
明
の
、

　
　
無
聲
無
臭
猫
知
時
　
　
無
聲
無
臭
　
濁
り
知
る
の
時

　
　
此
是
乾
坤
萬
有
基
　
　
此
れ
は
是
れ
乾
坤
萬
有
の
基

　
　
拠
御
自
家
無
蓋
藏
　
　
拗
御
す
　
自
家
の
無
蓋
藏

　
　
縁
門
持
鉢
敷
貧
見
　
　
門
に
縁
ひ
鉢
を
持
し
　
貧
見
に
敦
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
引
く
。
右
の
詩
は
、
既
に
一
に
お
い
て
見
た
「
人
心
仲
尼
詩
」
に
一
連
の
作
で
あ
っ
て
、
〈
良
知
〉
の
外
に
求
め
る
さ
ま
を
物
乞
い
に
擬
　
η

え

て
い

る
。
そ
し
て
潟
少
嘘
は
「
こ
の
言
葉
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
諸
生
に
詰
問
す
る
の
で
あ
遜
。
こ
の
よ
う
な
丁
寧
　
6

な
促
し
に
封
し
て
も
、
諸
生
は
依
然
と
し
て
「
唯
唯
否
否
」
な
の
で
あ
っ
た
。

　
第
四

段
で

は
、
〈
良
知
〉
自
畳
へ
の
促
し
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
吾
輩
果
能
篤
信
此
赤
子
之
心
我
與
聖
人
同
、
篤
信
此
良
知
我
與
聖
人
同
、
則
識
得
本
艘
、
自
然
倣
工
夫
。
倣
得
工
夫
、
自
然
可
復
本
膿
。

　
　
當
下
便
是
聖
人
、
故
日
、
個
個
人
心
有
仲
尼
、
非
虚
語
也
。

　
　

（吾
輩
果

た
し
て
能
く
此
の
赤
子
の
心
、
我
と
聖
人
と
同
じ
き
を
篤
信
し
、
此
の
良
知
、
我
と
聖
人
と
同
じ
き
を
篤
信
す
れ
ば
、
則
ち

　
　
本
禮
を
識
得
し
、
自
然
工
夫
を
倣
す
。
工
夫
を
倣
し
得
れ
ば
、
自
然
本
膿
に
復
す
可
し
。
當
下
便
ち
是
れ
聖
人
な
り
。
故
に
個
個
の

　
　
人
心
に

仲
尼
有
り
と
日
ふ
は
、
虚
語
に
非
ざ
る
な
り
。
）

　
我
々
に
備
わ
る
「
赤
子
の
心
」
・
〈
良
知
〉
は
聖
人
の
そ
れ
と
同
じ
な
の
だ
と
篤
信
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
の
意
識
を
前
提
と
し
て
、



本
髄
と
功
夫
と
が
不
離
の
關
係
に
あ
る
こ
と
を
説
く
。
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
を
信
じ
よ
と
い
う
説
諭
は
、
以
上
の
論
理
が
基
に
な
っ
て
い

る
。　

漏
少
嘘
は
「
論
本
膿
不
離
工
夫
、
論
工
夫
不
離
本
膿
。
（
本
髄
を
論
じ
て
工
夫
を
離
れ
ず
、
工
夫
を
論
じ
て
本
膿
を
離
れ
ず
。
）
」
（
『
鷹
少

嘘
集
』
巻
十
三
「
陣
吟
語
序
」
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
禮
と
工
夫
を
車
の
爾
輪
の
如
く
と
ら
え
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

　
第
四

段
の
末
尾
に
は
、
諸
生
の
様
子
と
し
て
「
躍
然
」
と
記
し
て
い
る
。
生
き
生
き
と
し
た
諸
生
の
姿
は
、
文
字
通
り
”
自
信
”
の
顯
れ

で

あ
る
。
鷹
少
嘘
に
よ
る
教
化
の
結
果
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
人
の
〈
性
〉
は
す
べ
て
善
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
す
べ
て
の
人
が
〈
大
人
〉
と
な
り
得
る
と
考
え
る
凋
少
城
に
と
っ
て
、
各
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

備
わ

る
「
赤
子
の
心
を
失
わ
ぬ
」
状
態
、
即
ち
〈
良
知
〉
を
保
持
す
る
こ
と
は
〈
學
〉
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
自
ら
を
信

じ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
が
「
又
示
四
氏
曲
阜
両
學
諸
生
」
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。
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六
、
〈
致
良
知
〉
こ
そ
王
陽
明
の
本
領

　
こ
の
よ
う
に
、
凋
少
嘘
が
〈
良
知
〉
に
封
す
る
詳
細
な
言
及
を
し
た
の
は
、
王
陽
明
の
教
示
し
た
〈
良
知
〉
を
表
層
的
に
理
解
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

す
る
實
情
を
打
開
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
漏
少
嘘
に
と
っ
て
王
陽
明
の
〈
學
〉
と
は
、

　
　
余
惟
文
成
公
之
學
、
一
致
良
知
蓋
之
　
。
（
『
薦
少
嘘
集
』
巻
十
1
1
1
　
r
越
中
述
傳
序
」
）

　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
へ

　
　

（余
惟
ふ
に
文
成
公
の
學
、
一
に
致
良
知
之
に
蓋
せ
り
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

と
道
破
す
る
よ
う
に
〈
致
良
知
〉
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
一
方
で
〈
致
良
知
〉
に
封
す
る
論
議
を
戒
め
、
精
確
に
捉
え
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

そ

の

理
由
を
講
學
に
例
を
取
っ
て
説
明
し
て
い
る
。



　
　
且
如
吾
輩
今
日
講
學
於
斯
、
其
於
聖
賢
道
理
登
揮
亦
可
謂
極
明
暢
　
、
不
知
、
各
人
心
中
一
鮎
眞
偏
庭
、
大
家
得
而
知
之
乎
否
。
其
各

　
　
人
飾
躬
働
行
亦
可
謂
極
眞
切
　
、
不
知
、
其
心
中
一
鮎
安
勉
庭
、
大
家
又
得
而
知
之
乎
否
。
（
『
漏
少
嘘
集
』
巻
六
「
學
會
約
」
）

　
　
　
た
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

　
　

（
且
如
へ
ば
吾
輩
今
日
學
を
斯
に
講
ず
る
に
、
其
の
聖
賢
の
道
理
の
嚢
揮
す
る
に
於
て
も
亦
た
極
め
て
明
暢
と
謂
ふ
可
き
も
、
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
な

　
　
ず
、
各
人
の
心
中
一
難
の
眞
億
の
虚
、
大
家
得
て
之
を
知
る
や
否
や
。
其
の
各
人
飾
躬
働
行
も
亦
た
極
あ
て
眞
切
と
謂
ふ
可
き
も
、
知

　
　
ら
ず
、
其
の
心
中
一
鮎
の
安
勉
す
る
慮
、
大
家
又
た
得
て
之
を
知
る
や
否
や
。
）

　
講
學
と
い
う
場
は
、
聖
賢
の
道
理
を
登
揮
す
る
場
と
し
て
筋
は
通
る
が
、
参
會
者
一
人
1
人
が
聖
賢
の
道
理
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か

他
者
に

は

分
か
ら
な
い
。
同
様
に
、
参
會
者
一
人
1
人
の
實
践
の
場
と
し
て
切
實
で
あ
る
が
、
自
然
と
鵠
得
す
る
こ
と
か
働
ん
で
獲
得
す
る

か

の

違
い

に

つ
い

て
他
者
に

は
分
か
ら
な
い
、
と
参
會
者
に
擬
え
て
説
く
。
馬
少
境
の
い
い
た
い
こ
と
は
、

　
　
大
家
難
不
得
而
知
、
其
各
人
心
上
一
鮎
良
知
明
明
白
白
、
一
毫
不
可
得
而
t
s
也
o
　
（
同
右
）

　
　

（大
家

得
て
知

ら
ず
と
錐
も
、
其
の
各
人
心
上
の
一
難
の
良
知
は
明
明
白
白
、
一
毫
も
得
て
昧
ま
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
）

と
あ
る
よ
う
に
、
〈
良
知
〉
は
他
者
は
知
ら
ず
と
も
自
身
に
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
〈
良
知
〉
が
備
わ
っ
て
い
る
と
確
認
す
る

際
、
他
者
は
介
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
備
わ
っ
て
い
る
〈
良
知
〉
は
「
致
さ
」
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
漏
少
娃
は
「
致
」
の
具
膿
的
な
在
り
方
を
次
の
よ
う
に
明
示
し

て
い
る
。

　
　
吾
輩
今
日
爲
學
、
不
在
遠
求
、
ロ
ハ
要
各
人
獣
獣
鮎
検
自
家
心
事
、
獣
獣
克
治
自
家
病
痛
、
則
識
得
本
禮
、
自
然
好
倣
工
夫
、
由
是
親
師

　
　
取
友
、
其
盆
自
爾
無
窮
耳
。
不
然
、
臓
昧
此
心
、
支
吾
外
面
、
即
嚴
師
勝
友
朝
夕
從
遊
、
易
盆
乎
。
此
先
生
致
良
知
三
字
所
以
大
有
功

　
　
於
聖
學
也
。
（
同
右
）

　
　

（吾
輩
の
今
日
の
爲
學
、
遠
き
に
求
む
る
に
在
ら
ず
、
只
だ
各
人
獣
獣
と
し
て
自
家
の
心
事
を
黙
検
し
、
黙
獣
と
し
て
自
家
の
病
痛
を

（59）



　
　
克
治
す
る
を
要
す
れ
ば
、
則
ち
本
艘
を
識
得
し
て
、
自
然
好
く
工
夫
を
倣
し
、
是
れ
に
由
り
て
師
に
親
し
み
友
を
取
り
、
其
の
盆
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
　
　
　
　
　
　
　
と
う
と

　
　
爾

る
こ
と
窮
ま
る
無
き
の
み
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
此
の
心
を
購
昧
し
、
外
面
を
支
吾
し
、
即
ひ
師
を
嚴
び
友
に
勝
り
朝
夕
從
遊
す
る
も
、

　
　
易
ぞ
盆
あ
ら
ん
や
。
此
れ
先
生
の
致
良
知
三
字
の
大
い
に
聖
學
に
功
有
る
所
以
な
り
。
）

各
人
が
獣
々
と
自
ら
の
事
柄
を
鮎
検
す
る
こ
と
、
自
ら
の
問
題
を
克
服
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が
鴻
少
嘘
の
い
う
「
致
」
で
あ
る
。
三
に
お

い

て
見

た
、
「
愼
濁
改
過
」
を
「
致
」
の
工
夫
と
す
る
南
元
善
の
在
り
方
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
「
致
」
も
ま
た
外
に
求
め
る
も
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

ま
と
め

　
以
上
、
薦
少
嘘
の
王
陽
明
理
解
に
つ
い
て
、
「
人
心
仲
尼
詩
」
、
〈
良
知
〉
、
〈
致
良
知
〉
理
解
に
焦
鮎
を
あ
て
概
観
し
て
み
た
。
ま
と
め
に

代

え
て
、
凋
少
嘘
が
自
ら
の
古
稀
を
壽
い
た
詩
を
引
い
て
み
た
い
。
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
の
作
で
あ
る
。

　
　
誰
哉
我
之
師
、
人
心
有
仲
尼
。
考
亭
嚴
主
敬
、
挑
江
致
良
知
。
握
慢
藻
此
念
、
勿
復
惑
多
岐
。
（
『
凋
少
嘘
績
集
』
巻
1
1
1
　
r
七
十
自
壽
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も

　
　

（誰

な
る
か
な
我
の
師
、
人
心
に
仲
尼
有
り
。
考
亭
は
主
敬
に
嚴
し
く
し
、
銚
江
は
良
知
を
致
す
。
慢
怪
と
し
て
此
の
念
を
菜
ち
、
復

　
　
た
多
岐
に
惑
ふ
こ
と
勿
し
。
）

　
幼
年
期
に
示
さ
れ
た
「
人
心
仲
尼
詩
」
は
、
ま
さ
し
く
生
涯
を
通
じ
て
探
究
し
績
け
た
課
題
で
あ
っ
た
。
わ
が
心
中
に
仲
尼
（
孔
子
）
あ

り
、
と
自
畳
す
る
た
め
に
考
亭
（
朱
子
）
の
〈
主
敬
〉
と
挑
江
（
王
陽
明
）
の
〈
致
良
知
〉
と
い
う
工
夫
に
働
み
績
け
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
今
一
度
、
「
王
文
成
公
」
を
引
い
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
離
章
口
耳
、
聖
道
支
離
す
。
公
群
議
を
排
し
て
、
濁
り
良
知
を
掲
ぐ
。
致
の
一
字
、
工
夫
遺
す
靡
く
ば
、
虞
淵
日
に
取
り
て
、
人
心
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仲
尼
た
り
。

　
軍
に

〈良
知
〉
を
掲
示
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
「
致
」

少
嘘
の

理
解
す
る
“
王
陽
明
像
”
な
の
で
あ
っ
た
。

と
い
う
工
夫
に
徹
底
し
、
孔
子
が
存
在
す
る
こ
と
を
自
畳
し
た
－
以
上
が
、
凋

＊
小
論
で
引
用
し
た
漏
少
嘘
の
資
料
は
、
す
べ
て
劉
學
智
、
孫
學
功
鮎
校
整
理
『
漏
從
吾
集
』

版
冠
、
．
1
1
0
　
1
五
年
）
を
用
い
た
。
た
だ
、
字
禮
や
句
讃
鮎
に
つ
い
て
は
適
宜
改
め
た
。

（
關
學
文
庫
文
献
整
理
系
列
、
西
北
大
學
出

注（1
）

（2
）

（3
）

（4
）

（5
）

（6
）

（7
）

（
o
o
）

例
え
ば
清
初
期
の
彰
南
胸
（
定
求
、
一
六
四
五
ー
一
七
l
九
）
は
、
王
陽
明
を
公
卒
に
評
債
し
よ
う
と
し
た
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
彰
南
均
の
『
挑
江

蓼
録
三
つ
い
T
そ
の
毒
明
擁
護
⊥
（
『
斯
文
』
第
三
§
斯
文
負
二
・
五
年
所
牧
）
を
参
昭
ぎ
れ
た
い
．
　
　
　
側

拙
稿
「
鴻
少
嘘
の
『
疑
思
録
』
に
つ
い
て
」
（
『
二
松
學
舎
大
學
論
集
』
第
五
十
七
號
、
二
松
學
舎
大
學
文
學
部
、
二
〇
一
四
年
所
牧
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

『
傳
習
録
」
下
、
一
一
五
。

詳

し
く
は
、
柴
田
篤
「
凋
少
嘘
－
明
末
一
士
人
の
生
涯
と
思
想
」
（
『
哲
學
年
報
』
N
o
3
8
、
九
州
大
學
大
學
院
人
文
科
學
研
究
院
、
一
九
七
九

年
所
牧
）
を
参
照
。

二
〇
一
五
年
、
西
北
大
學
出
版
肚
よ
り
「
關
學
文
庫
」
と
稻
す
る
叢
書
が
出
版
さ
れ
た
。
「
文
献
整
理
系
列
」
二
十
六
種
、
r
學
術
整
理
系
列
」
十
四

種
か

ら
な
る
叢
書
に
は
、
鮎
校
本
『
薦
從
吾
集
』
（
劉
學
智
　
孫
學
功
鮎
校
整
理
）
と
『
薦
從
吾
評
傳
』
（
何
容
潔
著
）
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

可
以
説
、
他
是
由
「
個
個
人
心
有
仲
尼
」
確
立
入
徳
之
路
、
後
轄
向
朱
子
理
學
、
再
接
受
陽
明
心
學
。
（
「
前
言
」
）
五
頁

凋
少
嘘
の

修
學
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
彙
施
と
李
二
曲
の
〈
學
〉
に
つ
い
て
－
漏
少
嘘
の
「
敷
先
貴
之
所
爲
」
説
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
二
松
』

第
二
十
九
集
、
二
松
學
舎
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
王
陽
明
全
集
』
巻
二
十
。
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詩
題

「
居
越
詩
三
十
六
首
」
の
下
に
「
正
徳
辛
巳
年
蹄
越
後
作
」
と
あ
る
の
に
握
る
。
（
「
王
陽
明
全
集
』
巻
二
十
所
敗
）

致
良
知
説
の

開
示
時
期
に
つ
い
て
、
年
譜
は
「
〔
正
徳
〕
十
有
六
年
辛
巳
、
〔
王
陽
明
〕
先
生
五
十
歳
、
在
江
西
。
正
月
、
居
南
昌
。
是
年
先
生
始
掲

致
良
知
之
教
。
」
と
記
す
が
、
現
在
で
は
前
年
の
正
徳
十
五
年
説
が
定
説
化
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
水
野
實
「
「
致
良
知
」
説
の
構
造
と
意
味
」

（『
陽
明
學
』
第
十
四
號
、
二
松
學
舎
大
學
陽
明
學
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
所
敗
）
を
参
照
。

王
陽

明
門
下
と
し
て
は
、
王
心
齋
（
艮
、
一
四
八
三
1
一
五
四
〇
）
が
出
色
で
あ
る
。
そ
の
自
費
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
r
s
l
　
I
曲
の
　
F
聖
凡
」

に

つ
い

て
」
　
（
『
二
松
學
舎
大
學
人
文
論
叢
』
第
八
十
輯
、
二
〇
〇
九
年
所
牧
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

問
、
儒
一
也
。
何
有
眞
儒
、
醇
儒
、
大
儒
、
名
儒
之
別
。
（
『
漏
少
嘘
集
』
巷
十
1
F
池
陽
語
録
」
）

此
三
者
線
謂
之
名
儒
。
吾
輩
學
爲
儒
者
也
、
請
樺
干
斯
三
者
。
（
同
右
）

關
學
に
つ
い
て
は
、
注
5
前
掲
書
を
参
照
。

王
陽

明
の
文
廟
從
祀
に
つ
い
て
は
、
中
純
夫
r
王
守
仁
の
文
廟
從
祀
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ー
中
國
と
朝
鮮
に
お
け
る
異
學
観
の
比
較
－
」
（
『
朝
鮮
の
陽

明
學
ー
初
期
江
華
學
派
の
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
＝
二
年
所
牧
、
も
と
奥
崎
裕
司
編
著
『
明
清
は
い
か
な
る
時
代
で
あ
っ
た
か
1
思
想
史
論
集
ー
』
、

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
所
牧
）
を
参
照
。

『

凋
少
嘘
集
』
巻
＋
三
蔓
清
先
生
奎
・
序
已
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

注
蛎
］
削
掲
圭
目
を
参
昭
川
。

詳
し
く
は
、
山
井
湧
「
〈
心
即
理
〉
　
〈
知
行
合
一
〉
〈
致
良
知
〉
の
意
味
」
（
『
明
清
思
想
史
の
研
究
』
、
東
京
大
學
出
版
¢
m
、
　
I
九
八
O
年
所
牧
）
を
参

照
。詳
し
く
は
、
中
山
八
郎
「
王
陽
明
と
明
代
の
政
治
軍
事
」
（
「
陽
明
學
入
門
』
、
明
徳
出
版
杜
、
一
九
七
一
年
所
牧
）

詳
し
く
は
、
岡
田
武
彦
『
王
陽
明
と
明
末
の
儒
學
（
上
）
　
（
下
）
』
（
『
岡
田
武
彦
全
集
』
1
0
、
1
1
、
明
徳
出
版
杜
、
1
1
0
0
四
年
所
牧
）
を
参
照
。

嘗
考
文
成
公
門
人
錐
盛
、
而
世
傳
其
學
者
、
東
南
則
稻
安
成
都
氏
、
西
北
則
稻
清
上
南
氏
。
自
二
先
生
傳
文
成
公
之
學
以
來
、
代
有
聞
人
。
（
『
漏
少

嘘
集
』
巻
十
三
「
越
中
述
傳
序
」
）

問
、
不
思
而
得
、
不
勉
而
中
o
　
（
『
r
e
少
娃
集
』
巷
二
「
疑
思
録
」
）

尭
、
舜
知
他
幾
千
年
、
其
心
至
今
在
。
（
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
七
、
二
先
生
語
七
）

吾
儒
論
學
只
有
一
個
善
字
、
直
從
源
頭
説
到
究
寛
、
更
無
両
様
。
故
易
日
纏
善
、
顔
日
一
善
、
曾
日
至
善
、
思
日
明
善
、
孟
日
性
善
、
又
日
華
華
爲

善
。
善
線
ロ
ハ
是
一
個
爲
、
非
善
與
利
之
聞
、
復
有
故
無
善
之
善
也
。
（
『
漏
從
吾
集
』
巷
一
「
辮
學
録
」
第
二
十
八
章
）
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r答
黄
武
皐
侍
御
」
（
『
薦
從
吾
集
』
巻
十
五
）
を
参
照
。

問
四
氏
學
及
曲
阜
學
諸
生
日
、
諸
生
或
爲
聖
人
之
後
、
或
近
聖
人
之
居
、
誠
爲
厚
幸
。
然
爲
其
孫
者
、
何
以
無
塊
於
組
、
爲
其
弟
者
、
何
以
無
塊
於

師
乎
。
諸
生
唯
唯
否
否
。

飴

日
、
爾
諸
生
以
讃
書
科
第
爲
無
塊
乎
。
如
此
則
世
之
取
高
科
癖
撫
仕
者
、
皆
可
以
爲
聖
人
　
。
爾
諸
生
以
爲
然
否
。

爾
諸
生
必
不
以
爲
然
、
既
不
以
爲
然
、
何
不
求
其
所
以
無
塊
者
、
而
奮
然
思
齊
也
。
然
其
所
以
無
塊
者
何
在
。
諸
生
又
唯
唯
否
否
。

但
只
是
自
家
信
不
及
、
所
以
不
肯
思
齊
、
所
以
有
塊
耳
．

且
爾
諸
生
有
能
篤
信
聖
人
如
子
夏
乎
。

子
夏
篤
信
聖
人
、
故
學
以
致
其
道
。
後
儒
不
篤
信
聖
人
、
故
學
以
致
其
畢
業
。
學
其
所
學
、
非
聖
人
之
所
謂
學
也
。
非
聖
人
之
所
謂
學
、
則
錐
謂
之

有
塊
也
亦
宜
。

顔
淵
問
仁
。
子
日
、
克
己
復
禮
爲
仁
。
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
婦
仁
焉
。
爲
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
顔
淵
日
、
請
問
其
目
。
子
日
、
非
禮
勿
覗
、

非
禮
勿
聴
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。
顔
淵
日
、
回
錐
不
敏
、
請
事
斯
語
　
。
（
『
論
語
』
顔
淵
篇
第
一
章
）

既
亦
是
此
赤
子
之
心
、
亦
是
此
良
知
、
我
何
爲
不
奮
然
思
齊
、
而
甘
心
有
塊
於
聖
人
也
。

今
諸
生

鷲
信
此
赤
子
忌
育
驚
信
此
良
知
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

『
王
陽
明
全
集
』
巻
二
十
。

諸
生
得
無
楊
然
於
此
乎
。

諸
生
爲
之
躍
然
。

観
大
人
不
失
其
赤
子
之
心
、
可
見
、
人
生
來
皆
可
爲
大
人
、
ロ
ハ
因
失
此
赤
子
之
心
、
所
以
小
耳
、
非
生
來
不
可
爲
大
人
也
。
故
日
人
性
皆
善
。

問
、
赤
子
之
心
如
何
失
。
日
、
在
不
學
。
問
、
如
何
學
。
日
、
在
不
失
赤
子
之
心
、
故
日
、
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
　
。
求
放
心
者
、
求

不
失
此
赤
子
之
心
也
。
可
見
、
不
學
不
是
、
乏
學
亦
不
是
。

乃
後
之
談
良
知
者
、
多
放
縦
決
裂
、
爲
世
話
病
、
是
空
談
良
知
而
不
實
用
致
之
之
功
故
也
、
干
文
成
公
何
尤
焉
。
（
『
漏
從
吾
集
』
巷
十
三
「
越
中
述

傳
序
」
）

陽
明
先
生
掲
以
致
良
知
一
言
、
眞
大
有
功
於
聖
學
、
不
可
輕
議
。
（
『
漏
從
吾
集
』
巷
六
「
學
會
約
」
）


